
岡村建設工業株式会社

工務部　　小柳津佳久

工事概要

1.工事名 平成２２年度　社会資本整備総合交付金事業
(修繕)栄田線舗装補修工事

2.発注者 焼津市役所　
3.元請 岡村建設工業株式会社
4.施工個所 静岡県焼津市道原　地内
5.工期 平成２２年１１月１９日～平成２３年２月１６日

1 　はじめに

栄田線舗装補修工事において、再生路盤用、配合試験試料採取に伴い路床の
ＣＢＲ試験を行った。その結果ＣＢＲ値に良好な数値が出たので現設計に対する
舗装構成の検討を行いました。
舗装補修工事の継続路線の為、現設計は前年度の舗装構成の舗装打換え工事で
ありました。

2

再生路盤工の施工において、配合試験用の試料採取が必要であり、それに伴い
路床のＣＢＲを確認する為、路床部の試料も採取しました。

施工区域内３箇所の地点ＣＢＲ値を下記に示す。

NO.1+11.0m ＣＢＲ＝２２．６％

NO.3+10.0m ＣＢＲ＝２６．１％

NO.5+3.50m ＣＢＲ＝２１．４％ 　

平均値＝２３．４％ 標準偏差値＝２．４

区間ＣＢＲ＝各地点のＣＢＲ値の平均　－　標準偏差値

２３．４－２．４＝２１．０％

よって本工事区間の区間ＣＢＲは、「２１．０％」となる。

路床のＣＢＲ値は思ったより高い数値であり
施工区間の舗装ひび割れ率も少ない状況であった。

舗装補修工事に於ける舗装構成の検討

路床ＣＢＲの算出

(社)静岡県土木施工管理技士会



3 　舗装構成の検討

設計条件は以下の通りである。 (参考資料　国土交通省道路設計要領舗装編)

舗装設計期間 ２０年

交通量区分 Ｎ５　(旧Ｂ交通)

設計ＣＢＲ 20%

目標　ＴＡ １６．０cm

補修区間の現状破損度の判定

現状調査を行った結果、補修区間の
クラック状況は区間全体に発生して
いるが中規模的である。
わだち掘れについては、存在していない。

以上のことより舗装区間の破損度は、

　「中度」　と判定できる。

工事に伴う残存路盤のＴＡ換算係数

既設下層路盤　0.25*0.8=0.2　とする

当初設計 舗装構成 既設舗装構成(表層5cm+上下層路盤工30cm) 35cm

表層工 密粒ｷﾞｬｯﾌﾟAs(13) Ｔ＝５ｃｍ ＴＡ＝1.0*5cm=5.0

基層工 再生粗粒As(20) Ｔ＝５ｃｍ ＴＡ＝1.0*5cm=5.0

路上再生路盤工 Ｔ＝１５ｃｍＴＡ＝0.65*15cm=9.75

残存路盤(下層) Ｔ＝１０ｃｍＴＡ＝0.2*10cm=2.0

合計 ＴＡ＝21.75cm

当初設計のＴＡは21.75cmであり目標ＴＡ16cmを大幅に上まわる為

舗装構成の見直しが必要である。

検討工法として下記の工法を提案しました。

1 再生路盤の厚さを薄くして、基層、表層工の施工を行う。

2 加熱瀝青安定処理路盤工+表層工の施工を行う。

3 基層を厚く施工して表層工の施工を行う。



1 については、再生路盤の最低処理厚さが10cmでありＴＡは計算上

(1.0*5.0)+(1.0*5.0)+(0.65*10.0)+(0.2*15.0)=19.5cm

であり目標ＴＡを3.5cm上まわる。又、経済的にも割高である。

概算施工金額(舗装工のみ)　5100/m2 である (直工費)

2　については、加熱瀝青安定処理路盤工を施工すればｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

厚さを5cmに低減できることにより基層工の施工を省くことが出来る。

(1.0*5.0)+(0.8*9.0)+(0.2*21.0)=16.4cm TA=16.4cmである。

概算施工金額(舗装工のみ)　4400/m2 である (直工費)

3  については、焼津市発注の小川青島線舗装補修工事でも実績があり

基層工１層当りの最大施工厚さが７ｃｍであることから採用可能である。

(1.0*5.0)+(1.0*7.0)+(0.2*23.0)=16.6cm TA=16.6cmである。

概算施工金額(舗装工のみ)　4000/m2 である (直工費)

4 　まとめ

該当区間の舗装構成の検討を行った結果、基層工を厚く施工し表層工の施工を
行う工法が最良と考えられました。。又、この施工の実質(本作業)施工日数は２～３
日であり地元及び一般通行車両に対する負荷が短期間で済むことから良好と
考え、工事変更協議として発注者に提案をしました。
  結果、舗装構成の変更が認められ、コストダウンに繋がり、工事もスムーズに行う
事が出来ました。発注者にも高い評価をいただきました。

　

　

栄田線　完成写真


